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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  メカニカルスキャン方式において、簡単な構
成で血流等の動きを表示する。
【解決手段】  コントローラ７から制御されて送信回路
６にて出力される送信信号が、送受信切替え回路２を介
して超音波振動子１に印加されて生体内部へ放射する。
生体内部から反射してきたエコーは再び超音波振動子１
で受信され、受信信号として送受信切替え回路２を介し
てＢモード画像用受信信号処理回路２０と動き検知用受
信信号処理回路３０それぞれで信号処理される。Ｂモー
ド画像用受信信号処理回路２０と動き検知用受信信号処
理回路３０それぞれの出力データはＤＳＣ４にて座標変
換されると同時に重ねてたイメージとして表示装置５に
て表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  メカニカルスキャン方式の超音波診断装
置において、
対象部位からの受信信号を基にＢモード画像を構築する
Ｂモード画像構築手段と、
前記Ｂモード画像構築手段に比べて通過帯域特性が狭帯
域であり、同一方向へ２回送受信して得られる受信信号
同士の差を算出すると共に、出力データを前記Ｂモード
画像に重ねた画像を生成する算出手段とを備えたことを
特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  前記Ｂモード画像構築手段は、同一方向
へ２回送受信して得られる受波信号の加算平均値を用い
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記差を算出する前記算出手段の出力結
果を、前記加算平均を算出する前記Ｂモード画像構築手
段の出力結果に対して異なる色で重ねて画像化する画像
化手段を備えたことを特徴とする請求項１に超音波診断
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は医療診断に用いる超
音波断層像を得るための超音波診断装置、特にメカニカ
ルスキャン方式の超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】以下、図６及び図７に基づいて従来例を
説明する。 図６において超音波振動子１０１は送信回
路１０６により励振され、生体内へ超音波パルスを放射
後、反射されて戻ってきた超音波エコー信号を受けて電
気信号に変換するためのものである。超音波振動子１０
１はエンコーダからの情報をもとに制御回路１０７によ
りコントロールされるモータ１０８により機械的に回転
する。
【０００３】図７は超音波振動子１０１とその具体的な
回転機構の説明図である。超音波振動子１０１は、モー
タ１０８の回転がシャフト１０９を介して機械的に伝達
されてメカニカルに回転し、超音波ビーム１１１を３６
０°方向に送受波することで、ラジアル画像を構築する
ための受信信号を得る。こうして得られた受信エコー信
号は受信回路１０３で対数増幅等の処理を経て、ＤＳＣ
（デジタルスキャンコンバータ）１０４で座標変換さ
れ、表示装置１０５にて表示可能な2次元画像信号とし
て読み出される。ここで符号１０２は送受信号切替え回
路である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】電子スキャン方式では
血流からの反射エコーのドップラ効果による周波数シフ
トを、自己相開法によって検出することが一般的に行わ
れているが、振動子の向きを機械的に動かしながらスキ
ャンするメカニカルスキャン方式においては、フレーム
レート低下が避けられないため、同様の方法をとること
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ができなかった。
【０００５】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、メカニカルスキャン方式において、簡単な構成
で血流等の動きを表示することのできる超音波診断装置
を提供することを目的としている。
【０００６】また、本発明の他の目的は、上記血流等の
動きと重ねて表示するＢモード画像のノイズを低減する
ことのできる超音波診断装置を提供することである。
【０００７】また、本発明のさらなる他の目的は、Ｂモ
ード画像と重ねて表示する動体物の認識を容易にするこ
とのできる超音波診断装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、メカニカルスキャン方式の超音波診断装置におい
て、対象部位からの受信信号を基にＢモード画像を構築
するＢモード画像構築手段と、前記Ｂモード画像構築手
段に比べて通過帯域特性が狭帯域であり同一方向へ２回
送受信して得られる受信信号同士の差を算出すると共に
出力データを前記Ｂモード画像に重ねた画像を生成する
算出手段とを備えて構成される。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１０】図１ないし図３は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１は超音波診断装置の構成を示す構成
図、図２は図１の超音波診断装置の作用を説明するタイ
ミングチャート、図３は図１の超音波診断装置による表
示画像例を示す図である。
【００１１】図１において、符号１は超音波振動子であ
り、モータ８と機械的に連結されている。コントローラ
７から制御されて送信回路６にて出力される送信信号
が、送受信切替え回路２を介して超音波振動子１に印加
されて生体内部へ放射する。生体内部から反射してきた
エコーは再び超音波振動子１で受信され、受信信号とし
て送受信切替え回路２を介してＢモード画像用受信信号
処理回路２０と動き検知用受信信号処理回路３０それぞ
れで信号処理される。Ｂモード画像用受信信号処理回路
２０と動き検知用受信信号処理回路３０それぞれの出力
データはＤＳＣ（デジタルスキャンコンバータ）４にて
座標変換されると同時に重ねてたイメージとして表示装
置５にて表示される。
【００１２】Ｂモード画像用受信信号処理回路２０は増
幅器２１、ＢＰＦ２２、対数増幅器２３、Ａ／Ｄコンバ
ータ２４で構成される。ＢＰＦ２２は最終的に良好な分
解能を得るために、超音波振動子１の帯域に合せて通過
帯域を設定してあり、また、対数増幅器２３の出力信号
は既にエンベロープ゜検波された状態となっている。本
構成により、通常のＢモード画像を得るための受信信号
がＤＳＣ４へ入力される。
【００１３】一方、動き検知用受信信号処理回路３０は
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増幅器３１、ＢＰＦ３２、Ａ／Ｄコンバータ３３、信号
切替え回路３４、ＦＩＦＯ（ファースト・イン・ファー
スト・アウト）メモリ３５、減算器３６、ＬＵＴ（ルッ
ク・アップ・テーブル）３７で構成される。
【００１４】ここでＢＰＦ３２は、分解能を犠牲にして
ノイズを低減するために、ＢＰＦ２２に比べて通過帯域
を狭く設定している。これによって、微弱な血流からの
エコー信号を視覚化するのに有利になるが、周波数成分
を強制的に捨てることになるので、当然時間軸上の波形
エンベロープ゜は間延びして歪む。しかし、生体構造に
関する詳細表示は前記Ｂモード画像用受信信号処理回路
２０側が受け持つため、最終的な画像表示上、ＢＰＦ32
での波形エンベロープ゜の多少の間延びは問題にはなら
ない。
【００１５】受信信号はＡ／Ｄコンバータ３３にてデジ
タル信号に変換され、信号切替え回路３４を介してＦＩ
ＦＯメモリ３５にていったん保持される。これは、同一
方向に２回送受信を行い、その受信信号同士の差分を得
るためであり、次の受信期間に得られる受信信号とタイ
ミングを合わせて減算器３６に入力され、その差分信号
がＬＵＴ３７に入力される。 ＬＵＴ３７には対数変換
するためのテーブルが格納されており、最終的に十分な
階調を持って表示できるようにするためのものである。
【００１６】以上の構成により、生体組織等のように瞬
間的にほとんど止まっているとみなせるものに関して
は、そのエコー信号がキャンセルされ、最終的に血流等
の動いているものからのエコー成分のみが十分に増幅さ
れた信号としてＤＳＣ４ に入力される。
【００１７】図２は上記の動作を便宜的にあらわしたタ
イミングチャートである。図２（ａ）は送信タイミング
であり、図２（ｂ）はモータの制御タイミングである。
ここでは、図２（ｂ）はモータ８がステップ駆動されて
いることを意味する。即ち、モータ８は図２（ｂ）がＨ
ｉｇｈのときに所定の角度だけ回転されるように制御さ
れ、Ｌｏｗの期間では停止している。
【００１８】従って、受信期間（１）と（１）’、
（２）と（２）’、（３）と（３）’…で得られる受信
信号は、それそれ同一方向からのものであり、動き検知
用受信信号処理回路３０の出力信号が純粋に血流等の動
きに起因するものになることを助けている。
【００１９】また、上記モータ８はステップ駆動とした
が、送信間隔の差を無視できる程度の回転速度であれば
一定速度回転でもよい。
【００２０】図３に示すラジアル画像４０は最終的に得
られる画像表示例である。 符号４２は超音波振動子１
の回転中心、符号４３は体腔内の臓器表面構造を表わす
エコー表示であり、構造物として血管４１、４４が見え
ている。ここでは血管４１、４４内を流れる血球の動き
に起因するエコーが（斜線で示す部分に）表示され、膿
胞４５と視覚的に区別できる。
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【００２１】図４及び図５は本発明の第２の実施の形態
に係わり、図４は超音波診断装置の構成を示す構成図、
図５は図４の超音波診断装置による表示画像例を示す図
である。
【００２２】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００２３】第２の実施の形態の特徴的な部分は、図４
に示すように、増幅器５０、ＬＰＦ５１、Ａ／Ｄコンバ
ータ５２、デジタルフィルタ５３、５４、信号切替え回
路５５、５６、ＦＩＦＯ５７、５８、加算器５９、減算
器６０で構成されている。
【００２４】増幅器５０は遠方からのエコーも最適に増
幅できるように、エコーの反射距離に合せてダイナミッ
クに増幅度を変化させられる線形増幅器であり、ここで
増幅された受信信号はＬＰＦ５１で次段のＡ／Ｄコンバ
ータ５２でエイリアシングが発生しない程度に高周波成
分を低減される。Ａ／Ｄコンバータ５２でデジタル信号
に変換されたあと、ＢＰＦ特性をもつデジタルフィルタ
５３および５４を通過するが、デジタルフィルタ５３は
受信期間中に高城成分が減衰する受信信号に合せてダイ
ナミックに通過帯域を変化させることで、Ｓ／Ｎの良好
なＢモード画像を構築するものである。また、デジタル
フィルタ５４は図４のＦＩＦＯ５８と同様に狭帯城なＢ
ＰＦ特性に設定される。
【００２５】本実施の形態では第１の実施の形態ど同様
にＦＩＦＯ５８を用いて、同一方向へ２回受信した受信
信号同士の差分を減算器６０にて出力する。また同時に
加算平均を得るためにＦＩＦＯ５７を用いて同一方向へ
2回受信した受信信号を加算器５９にて加算している。
上記加算結果と減算結果は最終的に十分な階調性をもっ
て表示するためにＤＳＣ４内で対数変換されたのち、座
標変換されて重ねたイメージで表示装置５に表示され
る。
【００２６】こうしてＢモード画像は加算平均効果によ
りノイズの低減された画像が得られ、これと重ねたイメ
ージで出力される血球等の動くものからのエコーの認識
性を高めている。更に認識性を上げるためには、減算器
出力結果を加算器出力結果とは別の色で表示することも
有効である。
【００２７】図５に示すラジアル画像７０は本実施形態
における画像表示例である。 符号７１は超音波振動子
１の回転中心、 符号７３は体腔内の臓器表面構造を表
わすエコー表示であり、構造物として血管７４が見えて
いる。ここではＲＯＩ（関心領域）７２を設定し、この
範囲に関してのみ同一方向に対する２回送受信を行うこ
とにしている。ＲＯＩ７２以外の部分に関しては通常ど
おりに１回ごとに送受信方向を更新していくことで、フ
レームレートの低下を最小限に抑えている。
【００２８】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、メ
カニカルスキャン方式において、簡単な構成で血流等の
動きを表示することができるという効果がある。
【００２９】また、血流等の動きと重ねて表示するＢモ
ード画像のノイズを低減することができるという効果が
ある。
【００３０】さらに、Ｂモード画像と重ねて表示する動
体物の認識を容易にするができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る超音波診断装
置の構成を示す構成図
【図２】図１の超音波診断装置の作用を説明するタイミ
ングチャート
【図３】図１の超音波診断装置による表示画像例を示す
図
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る超音波診断装
置の構成を示す構成図
【図５】図４の超音波診断装置による表示画像例を示す
図
【図６】従来の超音波診断装置の構成を示す構成図 *
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*【図７】図６の超音波振動子とその具体的な回転機構の
説明図
【符号の説明】
１…超音波振動子
２…送受信切替え回路
４…ＤＳＣ
５…表示装置
６…送信回路
７…コントローラ
８…モータ
２０…Ｂモード画像用受信信号処理回路
２１，３１…増幅器
２２，３２…ＢＰＦ
２３…対数増幅器
２４，３３…Ａ／Ｄコンバータ
３０…動き検知用受信信号処理回路
３５…ＦＩＦＯ
３６…減算器
３７…ＬＵＴ

【図１】

【図２】 【図３】
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